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中国雲南の西南地域における茶の商品化
―明清期の普洱・シプソンパンナーを中心に―
増　田　厚　之
Tea as Commodity in Southwest Yunnan Province: 
Pu’er and the Sipsongpanna from Ming to Qing China 
MASUDA Atsushi
　雲南西南部を起源とする茶樹は、前漢までにはすでに四川へと伝播しているが、当
地の茶は地理的・政治的隔絶が原因となり、直接漢人に買い付けられ、使われてはこ
なかった。では、雲南の代表的な茶である普洱茶はいつから商品化されるのであろうか。
　中国側史料から見える漢人による普洱茶の商品化とは、漢人が普洱という地域を認
識し、そこから輸送される茶葉を認識して初めて起こりうるものであった。唐代の非
漢人商人の活動、明代に急増した漢人の雲南流入、そして茶書の再発行により清代以
降における普洱茶の隆盛は引き起こされる。一方で、茶葉取引の活発化が清朝の積極
的な介入を招き、当地の土司や山地非漢人に対して大きなストレスとなった。彼らの
清朝に対する大規模な反対運動を通して、普洱の直轄化は進んでいく。また、後代に
は茶園の拡大によって植生の単一化を招いており、社会・自然環境の双方に対して強
いストレスをかけることとなったのである。
キーワード：Pu’er Tea, Tea Policy, Ethnic Group, Tea Trade, Political Strife
はじめに
　中国雲南省は、中国の中でも西南端に位置し、陸路における東南アジアへの窓口となっているが、歴
代の中国史書には、交通の不便な辺境として認識されている。
　その理由として、雲南独特の地理条件が挙げられるであろう。雲南は基本的に西北から南東に行くほ
ど海抜が下がっていくが、最も高い梅里雪山で海抜6740m、最も低い河口では海抜76ｍと大きな開きが
ある。また、土地の比率は山地が約84％、高地が約10％であり、壩子（バーズ）と呼ばれる、山地に沿
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って伸びる平地は約 6 ％しかないため1）、物資の輸送には、必ず山越えが伴う。特に東西の交通は、哀
牢・無量という 2 つの山脈が南北に走り、山地の間を抜けるようにして瀾滄江（メコン川）・怒江（サル
ウィン川）・元江（または紅河、ソンコイ川）が南へ伸びており、急流を越える必要がある。さらに、亜
熱帯気候に分類される雲南では、乾季と雨季が存在し、雨季の山越えは相当な困難を伴っていた。
　河川交通はさらに利用しづらい。前述のような土地の高低差のために急流が多く、雨季には流水量が
一気に上昇して舟の利用そのものが非常に難しい地域が増えるためである。しかし、雲南省の地勢を考
えれば、河川交通が利用できるか否かは物資の流通において極めて重大な問題であり、清朝は河川交通
を利用しやすくするために金沙江の工事を行っている2）。それでも、山越えという問題を避けて通ること
のできない雲南における輸送は、主に雲南で発達した小型馬と独特の馬具を使った駄載による陸上輸送
が中心となっていた3）。いわゆる馬幇である4）。
写真 1：馬具（2006.3.18、元陽県牛角寨郷）
　もちろん、中国王朝も交通の不便さを解決するため、元朝期から雲南へ至る交通および雲南内の交通
の再整備を行っている。特に清朝は、明の駅伝を下敷きにして交通網の整備を進め、雲南全土に交通路
を伸ばした5）。康煕五十九年（1720）、兵部が迤西に新たな駅伝設営を求める上奏を行ったことを皮切り
	1）	越鼎漢等編『雲南省地図冊』中国地図出版社	1999年 5 月
	 2）	森永恭代　「乾隆初年の雲南金沙江開鑿工事について：清代雲南における航道開発の一事例として」京都女子大学大
学院文学研究科研究紀要史学編 5 号、2006年、pp65～119。
	 3）	増田厚之・加藤久美子・小島摩文共著「第三章　茶と塩の交易史　十九世紀以降の雲南南部から東南アジアにかけ
て」クリスチャン・ダニエルス責任編集『論集モンスーンアジアの生態史―地域と地球をつなぐ―　第二巻地
域の生態史』弘文堂　2008年 5 月15日、pp55～80。
	 4）	馬幇については、王明達、張錫禄著『馬幇文化』（雲南人民出版社、2008年 4 月）を参照されたい。
	5）	黄汴『天下水陸路程』（楊正泰校注、1992年山西人民出版社版）を見ると、明朝領域内における陸路・水路がどのよ
うにつながっているかが記載されており、雲南に至る道も明示されている。さらに、憺漪子編の『天下路程圖引』
（同山西人民出版社版）には、雲南内の主要な交通路が記されている。
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に6）、たびたび新設・問題解決のための上奏が行われている。駅伝は、元代から清代に至るまで辺境防
備・統治のために利用されており、中国王朝は、これを利用して使者・軍隊・書簡などを送り、中央の
意向を伝え、同時に雲南の状況を把握していた。
　一方、このように整備された交通網を利用するのは、民間の商人も同じである。雲南への大規模な人
口流入が発生したのは一八世紀以降であるが7）、漢人商人はそれよりも以前から雲南に進出し、商業活動
を行っていた。これにより、雲南で見出された商品作物が茶葉である。上記の山がちな地形と気候帯は
交通や生活に不便ではあるものの、茶樹の自生には適しており、特に雲南の最西南に位置する思茅区お
よび西双版納傣族自治州（以下、シプソンパンナーと称する）は、茶樹の発祥地の 1 つだと言われてい
る。
　しかしながら、上記の思茅・シプソンパンナーは流官による直接統治が遅く、それに伴う当地の状況
報告が史料として極めて少ないため、清朝道光年間以前（～1821）の当地における茶の栽培・利用の具
体的経緯を文献上で探ることは難しい。本来、茶の名前は栽培地もしくは栽培された茶の集積地をとっ
て名づけられていることが多く、こういった名称は漢人によって名付けられたものであり、漢人によっ
て認識されることによって初めて史料上にあらわれるようになる。普洱茶の場合、現在は雲南省で栽培
されている後発酵茶の総称として使われているが、もともとは集積地である普洱府に集められた茶に対
して付けられた名称であった。だが、普洱府が成立するのは清代に入ってからであり、普洱茶という名
称も清代以降でなければあらわれない。本論では、普洱茶を思茅・シプソンパンナーで栽培されたもの
という意味合いで使い、明代から道光年間にかけての思茅・シプソンパンナーに焦点をあて、漢文史料
から知ることのできた漢人による茶の商品化とその影響について言及したい。また、当地での茶の利用
についても若干ながら言及したい。
1 ．明代以前における茶の利用
　シプソンパンナーは茶樹の起源となった土地であるとされていながら、シプソンパンナーおよび雲南
における実際の茶葉の利用がどうであったのかはわかっておらず、飲み物としての利用・加工法につい
ては中国の方が現代に近い加工技術を開発したとおぼしき記述が存在する。もちろん、シプソンパンナ
ーにおける加工技術についての直接的記述が少ないことにも起因しており、どちらの技術が伝わったの
か、それとも互いに影響しあっているのかについてははっきりしないが、ここで簡単に整理してみたい。
　現在最も一般的な飲む茶に関する雲南側の記述は、管見の限り、布目潮風氏が指摘する『蛮書』に書
かれた唐代の記述が一番早い。ここでは、「蒙舍蛮は様々な香辛料・生姜・木犀と一緒に煮て飲む」8）と
	6）	『清聖祖実録』巻之二百八十八　康熙五十九年七月
丁卯。…兵部議覆、雲南巡撫甘国璧疏言、雲南迤西一帯、向未設立駅站。今因大兵出口、自安寧州起、至塔城
止、請添設二十一站。応如所請。従之。
	7）	前掲ダニエルス編論文集、野本敬・西川和孝共著「第一章　漢族移民の活動と生態環境の改変―雲南から東南ア
ジアへ」pp15～34
	 8）	『蛮書』巻七、雲南管内物産第七
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あり、茶葉を煮出してそれを飲むという習慣自体は既に存在したようである。
　一方の中国側では、四川省から茶葉を手に入れて利用していた。各史書で茶の利用の発祥地とされる
四川は雲南の北に位置し、漢代には張騫らが発見した四川から身毒国（インド）に続く交通路の存在か
ら、すでに雲南と四川の交流があったと考えられている9）。『華陽国志』、『僮約』の記述から見て、少な
くとも後漢までには茶の栽培が四川にまで広がったと考えていいだろう10）。また、この頃の喫茶の方法と
して、様々なものと一緒に煮出していたことがわかる11）。四川は茶の起源とされる地域からはやや北西に
外れており、漢代以前に雲南からもたらされ、栽培が始まっていたとするならば、その栽培法・利用法
はやはり雲南からもたらされたものであり、少なくとも雲南省西部地域においては茶樹の移植が進んで
いたと考えられる。したがって、普洱茶もすでに非漢人商人によって商品化が行われている可能性はあ
るが、管見の限り直接実証する史料は見られなかった。
　唐代に入ると、茶樹は中国各地にも移植されていたと思われる記述が増大する12）。茶は広く流通する商
品となり、初めて全支配領域で商税がかけられるようになる13）。さらに、陸羽により『茶経』が著される
など、喫茶における様々な知識や作法を記した茶書が現れはじめる。この『茶経』において、上記のよ
うな茶葉を煮出す飲み方が否定されており、唐朝でも同じ飲み方が依然として存在していたこと、茶葉
の加工技術において中国と雲南の地位が一部逆転したことがわかる14）。また、『茶経』に記された製茶技
蒙舎蛮以椒・薑・桂和烹而飲之。
	9）	『史記』巻一百十六、西南夷列伝・大宛列伝
　及元狩元年、博望侯張騫使大夏来、言居大夏時見蜀布・邛竹杖、使問所従来、曰従東南身毒国、可数千里、得
蜀賈人市。或聞邛西可二千里有身毒国。騫因盛言大夏在漢西南、慕中国、患匈奴隔其道、誠通蜀、身毒国道便
近、有利無害。於是天子乃令王然于・柏始昌・呂越人等、使閒出西夷西、指求身毒国。至滇、滇王嘗羌乃留、為
求道西十餘輩。歳餘、皆昆明、莫能通身毒国。
	 	 その他複数史料に同様の記載が存在する。
10）	布目潮風『中国喫茶文化史』岩波書店　2001年 3 月16日および李炳東・徳華主編『中国少数民族科学技術史叢書　農
業巻』広西科学技術出版社　1996年10月
11）	これに関しては、三国・魏で書かれた『広雅』の記述とされ、『茶経』、『太平御覧』、『蜀中広記』にはその引用があ
る。（廣雅曰、荊巴間採茶作餅成、以採膏出之。若飲先炙令色赤、擣末置瓷器中、以湯澆覆之、用葱・姜・芼之。其
飲醒酒、令人不眠。）しかし、四庫全書に納められている『広雅』からは確認できない。布目氏はこの記述が三国か
ら晋にかけてのものだと推測している。
12）	『新唐書』のみであるが、唐代に茶を生産していた地域は以下の通り
河北道：懐州河内郡
山南道：峡州夷陵郡・帰州巴東郡・夔州雲安郡・金州漢陰郡・興元府漢中郡
淮南道：寿州寿春郡・廬州廬江郡・蘄州蘄春郡・申州義用郡
江南道：常州晋陵郡・湖州呉興郡・睦州新定郡・福州長楽郡・饒州鄱陽郡・衡州衡陽郡
剣南道：雅州盧山郡・綿州巴西郡
13）	『新唐書』巻七、本紀第七、徳宗
（建中三年）九月丁亥、初税商銭・茶・漆・竹・木。
14）	『茶経』巻六　茶之飲
飲有粗茶、散茶、末茶、餅茶。乃斫、乃熬、乃煬、乃春、貯瓶缶之中、以湯沃焉、謂之痷茶。或用葱、姜、棗、
桔皮、茱萸、薄荷等、煮之百沸、或揚令滑、或煮去沫、斯溝渠間棄水耳、而風俗不已。
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術は中国から雲南にももたらされる。唐代の雲南において大きな勢力を持っていた南詔国は、友好期に
は唐から様々な文物を輸入し、子弟を四川に送り教育を受けさせる一方15）、対唐関係が悪化していた時期
には四川省へ侵攻し、技術者や知識人らを連れ帰っており16）。これによって製茶技術・喫茶法が雲南へも
たらされたのであろう。その後、宋代以降、茶書の発行が停止し、茶書発行の空白期を迎える17）が、明
代に入ると新たに泡茶法が考案された。これは現代とほぼ同じ喫茶法であるが、この時期すでに様々な
形で漢人が雲南への進出を果たしており、雲南への流入・伝播は漢人を通して比較的スムーズに雲南へ
入っていったと考えられる。
　一方で、茶葉を加工して飲むだけでなく、茶葉そのものを食べるという文化も存在していた。ジノー
族に伝わる水にさらして苦味を抜いて生で食べる涼拌茶、一部のタイ族などに見られる茶葉を発酵させ
て食用に用いる漬物茶（酸茶）などはその例である18）。茶葉を発酵させて食用に用いる方法はミャンマー
東北部のラペソー（Lepet-so）やタイ北部およびラオス西北部のミエン（Miang）といった地域にも存
在しており、雲南から東南アジアにかけての広い地域に存在している。これらに使われる茶葉は、生茶
葉、干茶、漬物茶であり、前者は茶葉の収穫期に使われた茶葉であり、後者 2 種は収穫期以外のために
加工された保存用のものである。
　難波敦子氏らは自らが行った上記の調査結果を踏まえ、茶葉の保存方法が野菜と同じであることに注
目し、茶葉は本来食用として用いられており、乾燥・発酵といった保存技術が生まれた後に飲む茶が生
まれたと推測している。また、茶は薬としての利用が最初であったという言説に対しても、茶葉の持つ
興奮性やその他薬利性は茶を食べる過程で認識された可能性が高いとして、否定的な見解を述べてい
る19）。前述の推測と合わせれば、漢人が認識していた茶の興奮性・薬利性も雲南から四川を通じてもたら
されたものであり、やがて茶が南方でとれること、長江付近を統治していた神農氏（炎帝）の存在が結
びついて神農氏が茶の始祖であるとの言説が広まったと考えられる。
2 ．明朝期における普洱茶
　中国史書において普洱・シプソンパンナーに関するやや詳しい記述が現れるのは明代に入ってからで
ある。この時期、車里宣慰司という地名であらわされる一帯がそれである。車里宣慰司は土司制度によ
15）	『新唐書』巻二百二十二　南蛮列伝上　南詔上
（大暦）十五年、異牟尋…又請以大臣子弟質於皋、皋辞固請、乃尽舍成都、咸遣就学。
16）	『新唐書』巻二百二十二　南蛮列傳中　南詔下
於是、西川節度使杜元穎治無状、障候弛沓相蒙、時大和三年也。嵯巓乃悉衆掩邛・戎・巂三州、陷之。入成都
止西郛十日、慰賚居人、市不擾肆。將還、乃掠子女・工技數萬引而南、人懼自殺者不勝計。
17）	高橋忠彦氏によれば、宋代から明代に至るまで固形茶・末茶・点茶法から葉茶・泡茶法が普及する過渡期であり、万
暦年間における官興茶壷の一般化、泡茶法の確立が茶書の急激な増加の一因となっている可能性を指摘している。
18）	難波敦子、成暁、宮川金二郎「中国雲南省の食べる茶「涼拌茶」」『日本家政学会誌』Vol.49	No.2（1998年 2 月15日）
pp187～191および難波敦子、宮川金二郎、大森正司、加藤みゆき、田中朝子、斎藤ひろみ「中国・雲南省西南部の
無塩漬物茶「酸茶」」『日本家政学会誌』Vol.49	No.8（1998年 8 月15日）pp907～915
19）	前掲難波、成、宮川共著論文
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って間接統治が行われており、明朝の影響力は限定されたものであった。普洱は「普耳」、思茅は「思
毛」という形で史料上に表れている20）。また、明朝においても茶は西域諸国との茶馬交易の関係上、非常
に重要な位置づけがなされており、私茶販売を行うものに対しては厳しい処罰が規定されている21）。しか
し、それゆえに私茶の販売は高い利益を生み、行うものは後を絶えなかった。明代の茶税に関する項目
では、雲南が主要生産地として挙げられてはいないものの、主要産地を除けば、雲南からもたらされる
茶税の金額は、他の地域と比べてもやや高いものとなっている22）。しかし、車里宣慰司の茶に関する記述
はなく、車里宣慰使が北京に朝貢する際にも、明朝が貢物として注目していたものは金・銀器、象牙と
いった珍しい品物や馬、象といった動物であった23）。
　しかし、民間においては、明代に開始された、主に軍事移民を中心とした雲南への入植をきっかけに
して漢人の雲南流入が始まり、雲南の交易に変化をもたらす。この時期の入植は実質的には平野部の都
市とそれを結ぶ交通路を押さえたに過ぎず、土司制度によって間接統治を行う必要に迫られていたもの
の24）、都市と交通路が押さえられたことにより、明朝の政策以外の漢人流入も確認できる。新たな市場を
求めた漢人商人による雲南への流入がそれである。中でも、雲南で最も早く本格的な商業活動を開始し
たとされるのは、江西省出身の商人（以下江西商人と呼称する）であった。江西商人は徽州商人や山西
商人といった大規模な商業活動を行う商人集団とは異なり、末端流通を担う小商人集団であり25）、特に資
金的に首の回らない江西商人が雲南に行き、貿易で財を成したという26）。彼らは明代にはすでに四川省か
ら雲南へと移動して商業活動を行っており、万歴二十五年（1597）の序文がある『広志繹』には、「江西
商人がいなければ雲南での生活は成り立たない27）」と言わしめるほど雲南全土で活動を展開し、清代初期
まで雲南内での商業を独占した28）。雲南東南部に位置する蒙自県には、江西省出身の商人が建設した会館
20）	万歴『雲南通志』巻十六　貢象道路
由景東歴赭楽甸行一日至鎮沅府、又行二日始達車里宣慰司之界、行二日至車里之普耳、此処産茶。
	 	 『明史』巻三百十五　列伝第二百三　雲南土司三　車里
天啓七年、巡撫閔洪学奏、緬人侵孟艮、孟艮就車里求救、宣慰刀韞猛遣兵象萬餘赴之。緬人以是恨車里、興兵
報復、韞猛年已衰、重賂求和。緬聞韞猛子召河璇有女名召烏岡色美、責献烏岡、河璇別以女紿之。緬知其詐、大
憤、攻車里愈急。刀韞猛父子不能支、遁至思毛、緬追執之以去。中朝不及問、車里遂亡。
21）	『明史』巻八十　食貨四　茶法
番人嗜乳酪、不得茶則困以病。故唐宋以来、行以茶易馬法、用制羌・戎、而明制尤密。有官茶、有商茶、皆貯
邊易馬。官茶間徴課鈔、商茶課略如塩制。…凡犯私茶者、与私塩同罪。私茶出境、与関隘不譏者、並論死。
22）	『明史』巻八十　食貨四　茶法
其他産茶之地、…雲南則徴銀其上供茶天下供額四千有竒。
23）	管見の限りでは、車里宣慰使による朝貢は『明実録』と道光『普洱府志』を合わせて十六回記録されているが、内
九回は貢物として馬、象、金・銀器、象牙等の方物と記されており、残り七回はただ方物とあるのみであった。
24）	前掲野本等共著論文
25）	山本進『明清時代の商人と国家』研文出版　2002年11月20日
26）	方志遠・黄瑞卿「明清江右商的経営観念與投資方向」『中国史研究』1991年第 4 期、pp68～79
27）	王士性『広志繹』巻四　西南諸省
滇雲地昿人稀、非江右商賈僑居之則不成其地。
28）	方志遠・黄瑞卿「江右商的社会構成及経営方式―明清江西商人研究之一―」『中国経済史研究』1992年第 1 期、
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が建設されており、それにまつわる碑文の中には、明代末に蒙自県で商売をはじめ、会館を建設したこ
とが記されている29）。また、罪を犯すなどの理由で雲南西南部、もしくは緬甸などへ逃亡するものもいる
が、そういったものの中には地元の有力者と結びつくものも存在した30）。
　雲南内における茶の様子を見ると、謝肇淛の『滇略』に「普茶」が民衆の間で広く飲まれている茶で
あるという記述がある31）。管見の限り、これが最も早い普洱茶の記述であろう。しかし、前述した通り、
普耳・思毛を含む車里宣慰司の物産には茶が含まれていない。地理的及び茶樹の生育条件から考えて、
シプソンパンナーで栽培された茶葉が普耳に集積されたため、「普茶」の名が冠せられたと考えて間違い
ないであろう。この記述から、普洱茶は万歴年間（1573～1619）において、既に雲南内で漢人・非漢人
を問わず、あらゆる階層の人々に飲まれていたことがわかるが、その品質については低い評価しか与え
られていない。また、『広志繹』には雲南の茶に対する評価が書かれているが、普茶の名は挙げられてい
ない32）。ただし、雲南各地の茶について豊富な記述が現われていることは注目すべきであろう。両史料が
著された万暦年間は、前述した宋代以降止まっていた茶書の発行が再開し始めた時期であり、雲南の茶
に対する記述のあらわれもこれに影響を受けている可能性がある。いつごろから雲南全土に普茶が広ま
ったのかを確認することは難しいが、唐代から活動を始める白族商人や、元朝期に雲南へ入った回族商
人といった非漢人商人がその担い手であったと考えられる。特に回族商人は雲南で広範囲に活動し、東
南アジアに至るまで幅広く活動していた33）。シプソンパンナーから北へ向かう交通路に関しても、元江府
までは駅伝が通っている上、老撾（ラオス）から北京に至る朝貢路は陸路でシプソンパンナー・普洱を
経由して北上しており、東南アジアへ抜ける大動脈の一つとしてすでに機能していたことがわかる34）。明
pp91～103
29）	蒙自県文史資料委員会『蒙自文史資料』第 7 輯、2003年、『蕭公祀碑』pp267～272
如蒙自県城内蕭公一廟、係明季年間、有江右撫・瑞二府客人呉棖・晏緯等在蒙自貿易。捐資創建、並造廟内客
房五間・鋪面七間、遺子孫。親友車孟開・晏時清・李良卿等輪収鋪租、供奉香火祭祀、相沿管業数十年矣。
30）	『弇山堂別集』卷二十八　史乗考誤九
陶猛者華言頭目也。娶宣慰使罕楪女曩罕㺯、罕楪与司歪皆死、罕穵嗣為宣慰。…至木邦太監王挙索宝于、曩罕
㺯不遂、上疏請討之。曩罕㺯大惧、而所任有周宝五者江西人也、密謂曰「毋憂。夫万閣老者貪聞天下而擅権結
昭德宮与万皇親善、若以重宝結之、豈唯無征即得官如木邦矣。」曩罕㺯然之、乃大遺其金宝于安安、召職。
	 	 また、『炎徼紀聞』巻四、『南園漫録』巻七にも『弇山堂別集』と同種の記事が存在する。
31）	『滇略』巻三　産略
滇苦無茗、非其地不産也。土人不得採取製造之方、即成而不知烹瀹之節、猶無茗也。昆明之泰華、其雷聲初動
者、色香不下松蘿、但揉不匀細耳。㸃蒼感通寺之産過之、値亦不廉。士庶所用皆普茶也。蒸而成團、瀹作草氣、
差勝飲水耳。
32）	『広志繹』巻二　両都
	 余入滇、飲太華茶、亦天池亜、又啜蜀凌雲、清馥不減也。然鴻漸茶経乃云、浙西以湖州上、常州次、宣州・
杭州・睦州・歙州下、潤州・蘇州又下。浙東以越州上、明州・婺州次、台州下。剣南以彭州上、綿州・蜀州次、
邛州次、雅州・瀘州下、眉州・漢州又下、而不及嘉与滇。豈山川清淑之気種之物者故与時異耶。
33）	やまもとくみこ『中国人ムスリムの末裔たち　雲南からミャンマーへ』小学館　2004年 5 月20日
34）	道光『雲南志抄』巻六　封建志下　南掌載記を参照。原文では、「貢道由陸路至雲南永昌府、入境。」となっている
が、校注を見てみると、「《清史稿・属国・南掌》作 “由普通府入”」となっている。地理的位置関係から考えても、
『清史稿』の方が妥当である。
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代からすでに雲南で広く活動を行っていた非漢人商人と漢人商人が雲南で接触を持つことにより、普洱
茶は「普茶」という名称で雲南以北地域にまで広く流通し始めると考えてよいだろう。ただし、明朝の
段階では、あくまで少数民族が生産した茶を漢人商人が買い付け、それを転売して利益を挙げるという
構図であり、そこからの進展を見ることはできない。
3 ．清朝期における普洱茶
（ 1）清初における普洱の直轄地化
　明代から始まる漢人商人の雲南における積極的な活動により、普洱茶は雲南以北地域に名を知られる
ようになった。思茅では雍正年間以前から既に江西商人が進出し、拠点たる会館を建設していること35）、
康煕『雲南通志』には、雲南で取れる物産の中に「普耳茶」の名が見られること36）から、この時すでに
漢人商人によって中国全土に知れ渡っているとみていいだろう。普洱およびその南部に位置する茶の栽
培地域は、順治十八年（1661）に呉三桂の上奏によって普洱・思茅・普藤・茶山・猛養・猛煖・猛捧・
猛臈・整歇・猛万、上猛烏・下猛烏・整董を十三版納として沅江府に隷属させ、清朝の影響力がより及
ぶようになる37）。その呉三桂自身も独自にチベットとの茶馬貿易を行っているが38）、これに漢人商人およ
び普洱茶が関係していた可能性は高い。康煕四十四年（1705）には思茅で銅山開発が行われ始め39）、やが
て江西の他にも貴州・両湖・四川・陝西からやってきた漢人が思茅にやって来るようになる。これによ
り、商人以外の漢人が少しずつ流入し始めていたと考えられる。雍正初期には、雲貴総督の郝玉麟が普
洱・思茅が茶・塩・鉱物を豊富に生み出す土地であること、ベトナム・ラオスといった東南アジアの各
王朝と境を接する重要な地域であることを雍正帝に上奏し、雍正七年（1729）に普洱府・思茅庁・思茅
35）	光緒『普洱府志』疆域続増　思茅考（『西南稀見方志文献』巻三十一、光緒『思茅庁志』巻末に付載のものを参考に
した。）
又考江右人重修万寿宮小引、思茅旧属車里。国朝雍正以前、郷人即有客此者、曾建万寿宮於普覚寺傍。
	 	 　この記述が指すとおぼしき碑文を2003年12月 1 、 3 日に思茅市（現普洱市思茅区）の文物管理所で確認した。し
かし、砥石として使われ、屋外に置かれ続けていたために磨耗が激しく、碑面の文意および成立年代を特定できな
かった。
36）	康煕『雲南通志』巻十二　物産
元江府　普耳茶出普耳山性温味香具于他産。
37）	道光『普洱府志』巻三　歴代紀事
（順治）十八年…呉三桂以普洱・思茅・普藤・茶山・猛養・猛煖・猛捧・猛臈・整歇・猛万、上猛烏・下猛烏・
整董為十三版納編隷沅江府。
38）	『清史稿』巻四百七十四	列傳二百六十一　呉三桂
是時（康煕十三年）雲南・貴州・湖南地皆入三桂、通番市、以茶易馬、結倮儸助戦、伐木造巨艦、治舟師、採
銅鋳銭、文曰利用。所至掠庫金・倉粟・資軍用。
	 	 同上巻五百二十五	列傳三百十二	西蔵
呉三桂王雲南、歳遣人至蔵熬茶。
39）	光緒『思茅庁志』砿廠
思茅旧有乾溝廠産銅、亦名猛蕯廠。康煕四十四年題開、乾隆十四年封閉。旧志。
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総茶店を設け、貢茶の指定・商人の管理など、流官による統治を開始した40）。またこの頃、雲南最初の茶
庄である同慶号が誕生し、漢人主導による茶葉の加工が始まったとされている41）。
写真 2：同慶号旧址（2006.3.21、西双版納タイ族自治州易武郷）
　しかし、清朝初期の普洱・思茅は反乱が頻発し、極めて不安定な状態にあった。雍正五年にはミャオ
族土司刀正彦に率いられたハニ族による反乱が起こるが、この時原因となったのは、茶を買い付けに来
ていた江西商人とのいさかいであった42）。このことは、江西商人が既に彼らの生活に深く入り込んでいる
40）	『世宗憲皇帝硃批諭旨』巻二百十四之一　硃批郝玉麟奏摺
雍正六年二月二十二日、雲南提督郝玉麟謹奏臣…臣細察夷情、甚属淳樸一路、田地亦多膏腴。即順便訪問茶山
大局、據称茶山、地方甚属遼濶、毎年所産普茶不下百万餘斤、塩米・牲畜倶係本地出産、價値頗賎民人食用倶
足等語。
	 	 同上
雍正六年四月二十日、雲南提督臣郝玉麟謹奏、為勘明茶山情形、並獲要犯縁由、仰祈睿鑒事。…査車里茶山地
方、…所産普茶之外、并有塩井・厰務、必湏劃明界址、布置全局、安設文武、弾圧治理、則頑蠢可化淳良、辺
疆永獲寧謐矣。
	 	 『滇雲歴年伝』巻十二、起世宗憲皇帝雍正元年尽十三年
雍正七年巳酉…総督鄂尓泰奏設総茶店於思茅、以通判其事。六大山産茶、向系商民在彼地座放収発、各販於普
洱。上納税転行、由来久矣。
41）	木霄弘、胡波主編『普洱茶文化辞典』機械工業出版社　2007年 1 月
42）	『世宗憲皇帝硃批諭旨』巻一百二十五之五
（雍正五年十一月十一日）奏為報明進勦窩泥逆賊事。竊査車里宣慰司地方近逼老撾、遥連緬国。有窩泥一種、雖
具人形而生性㝠頑與禽獣無異、藉江外為溝池、倚茶山為捍衛、盤踞万山之中深匿巌険之内、入則借採茶以資生、
出則憑剽掠為活計。前鎮沅逆案、刀如珍等勾結各種猓賊、輒有窩泥四百、於三月内已摺奏其詳…於四月二十八
九等日、…隨有莽芝兇賊麻布朋与克者老二二人、原係窩泥渠魁、率同衆兇。於四月初六七両日在慢課・慢林等
處要截路、口刧殺行人、茶商客衆多被殺傷、各皆奔命。…雖一面委有土目刀正彦等、前来会商臣勦撫、一面具
詳代窩泥兇賊辯訴、據稱茶商衆客多以重利滾砌窩泥、故致麻布朋等肆行刧殺等語。
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ことを示すものであり興味深い。この反乱の鎮圧後に当地の安定を図って普洱府が設立されるが、同時
に設立した思茅総茶店によって行の発行による茶交易の制限・流官への利益集中が行われるようになっ
たのをきっかけとし43）、雍正十年には茶山千総の刀興国が知府の佟世蔭、鎮総兵の李宗膺の搾取や略奪に
耐えかねて反清運動を起こし44）、清朝はおよそ一年を要してこれを鎮圧した45）。この反乱には緬僧を神と
あがめる茶山のラフ族が合流し、鎮圧後に茶樹を切り、塩井を埋めて報復行動を行っている46）。
　この事態を受けて、清朝はより積極的に普洱に対する直接的な介入を始めるが、不正は後を絶えなか
った。乾隆『雲南通志』に所収されている尹継善の上奏文を見ると、この地に赴任してきた官僚が不法
に茶山に入り込んで茶葉を摘み、勝手に販売していることを問題視している47）。このことから、清朝流官
の茶山の山地民に対する搾取や私茶販売が頻繁に行われていたことがわかる。さらに、この一連の反乱
に関する記述を通して、当時の思茅・シプソンパンナーにおいて茶を栽培していた山地民にハニ族・ラ
フ族がいたこと、漢人商人が茶の買い付けのためにシプソンパンナーにまで来ていること、清朝の流官
が搾取の対象にできるほどに茶園の範囲が広かったこと、私茶の販売が行われるほどの価値が普洱茶に
見出されていたことがわかる。一方で、この商品化・清朝直轄地化の過程は当地社会に大きなストレス
	 	 『世宗憲皇帝上諭内閣』卷六十九
（雍正六年五月）二十六日、雲貴総督鄂爾泰題報、苗賊刀正彦等悉就擒撫、奉上諭、苗賊刀正彦主使兇類号召窩
泥、肆行劫商害民。鄂爾泰調遣官土弁、兵深入攸楽等寨。直搗賊巣首悪黨与悉就擒撫。実為可嘉。
43）	上記『滇雲歴年伝』
于於通判朱綉上議、將新旧商民悉行駆逐、逗留復入者具枷責押回、其茶令茶戸尽戸尽数運至総店、領給価値。私
相売買者罪之、稽査厳密、民甚難堪。又商販先価後茶、通融得済。
44）	譚亜原・楊沢軍主編『雲南茶典』中国軽工業出版社　2007年 6 月
45）	『清世宗実録』卷之一百二十　雍正十年六月
壬申、署雲南貴州広西総督高其倬奏言、雲南普洱府属思茅土把総刀興国、勾結苦蔥蛮悖叛、煽動元江夷人、囲
攻普洱府城。又通関・大寨夷附和苦蔥、過阿墨江、直犯他郎地方。元江営守備馬漢勛、率把総康天錫、奮勇殺
賊。賊衆敗退。賊益兵来攻。康天錫深入陣亡。臣即調遣迤東迤西官兵、令臨元鎮総兵官董芳・総統節制由元江・
景東両路、剋期進剿。報聞。
	 	 同上　卷之一百三十一　雍正十一年五月
甲申。…署雲貴広西総督高其倬疏報、普思逆賊刀興国等、勾結夷衆、叛逆不法。臣飛檄提臣蔡成貴・総兵官董
芳・楊国華等、統領官兵、四面攻剿。賊首刀興国及附逆之土目楊昌祿・李世藩等、皆経擒斬梟示。計前後擒獲
要犯、并賊眷共五百餘名、斬殺逆賊三十六百餘名、招出投誠男婦四万二千六百餘名、此外未獲逆賊、據険負固。
現飭総兵官董芳窮搜厳剿、務盡根株。其各路奮勇殺賊、及陣亡帯傷官兵、俟査明造冊送部。得旨、此次効力之
官弁兵丁。著分別議敘賞賛。其陣亡帯傷者、著照例加恩
46）	片岡樹「山地から見た中緬辺疆政治史―18－19世紀雲南西南部における山地民ラフの事例から」『アジア・アフリ
カ言語文化研究』73　アジア・アフリカ言語文化研究所　2007年 3 月31日、pp73～99
47）	乾隆『雲南通志』巻二十九之六　奏疏　籌酌普思元新善後事宜疏
一、官員販売私茶。兵役入山擾累之弊、宜厳定處分也。思茅茶山地方瘠薄不産米穀、夷人窮苦。惟藉茶葉養生、
無如文武各員、毎歳二三月間即差兵役、入山採取任意作践、短価強買四處販売、濫派人夫沿途運送。是小民養
命之源。竟成官員兵役射利之藪、夷民甚為受累。前経陞任督臣、鄂爾泰題明禁止兵役不許入山。臣等又將官販
私茶厳行査禁。但不厳定處分、弊累不能永除。請嗣後責成思茅文武互相稽査、如有官員販茶図利以及兵役入山
滋擾者、許彼此據実稟報。如有徇隠一経察出、除本員及兵役厳参治罪外、並將徇隠之同城文武及失察之総兵知
府、照苗疆文武互相稽察例、分別議處庶官員兵役。不敢奪夷人之利而窮黎得以安生矣。
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をかけ、不安定な状況を生み出している。
（ 2）直轄地化以降から道光年間の普洱府
　18世紀後半に入ると清朝全土で人口が急増し始め、雲南北・中部に移住していた漢人が玉突き状に南
下する。普洱府には元江府から多くの漢人が流入し、思茅やその周辺に位置する茶山にまで進出する。
当地における漢人人口が具体的にどの位であったのかは、史料上で確認できる数字が少なく、普洱府設
立そのものが清朝設立以降であったため、道光年間以前の戸口数が正確には出せないが、道光年間で土
著（現地非漢人）1016戸に対して客籍の漢人が3105戸、反乱・動乱の頻発する光緒年間でも土著1561戸
に対して客籍の漢人が2561戸と、圧倒的に漢人移民が多い48）。少なくとも、雍正七年の直轄地化を契機と
して漢人の流入が開始されるが、乾隆中期以降、戸口の逆転が起こったと考えてよいだろう。
　これに伴い、普洱茶に関する記述も急増する。前述の通り、狭義の普洱茶は思茅の南方に位置する六
大茶山（倚邦山・蛮磚山・革登山・莽芝山・攸楽山・易武山）で栽培・自生したものを指すが、この茶
山に関する明確な記述も乾隆末以降になってから表れ49）、道光『普洱府志』では、茶に関する記述に約二
頁も割いている。それによれば、
写真 3：乾燥中の茶餅（2006.3.21、西双版納タイ族自治州易武郷）
48）	光緒『思茅庁志』（『西南稀見方志文献』巻三十一）戸口
土著一千零十六戸、内計大小男丁二千八百九十一丁。…客籍三千一百零五十六戸、内計大小男丁九千三百零二
十七丁。按被兵至今（光緒十一年）編査戸口、計土著一千二百三十戸、内大小男丁二千七百五十二丁、大小婦
女二千六百九十五口。客籍二千五百六十一戸、計大小男丁六千三百六十三丁、大小婦女五千六百四十七口。光
緒十一年続増。
49）	道光『普洱府志』巻六「山川」
六茶山。一倚邦、山在城東南一百二十里。一蛮磚、山在城東南一百四十里。一革登、山在城東南二百六十里。一
奔芝、山在城二百九十五里。一攸楽、山在城東南三百五十里。一易武、山在城東南三百五十里。
周縁の文化交渉学シリーズ 1 　東アジアの茶飲文化と茶業
140
茶。普洱府領域外の六大茶山で産出される。…茶の味で優劣を分ければ、もっとも良いのが蛮磚、
次に倚邦、次に易武、次に奔芝で、この地には茶樹の王があり、大人数人ほどの胴回りがあり、土
人は生け贄と酒でこれを祭る。次に漫撒、次に攸楽、最も品質が低いのは平川で産出された壩子茶
であり、これらは六大茶山で産出されたものである。その他にも小さな山は多く、蛮松で産出され
るものが上質である。…茶の若さで分けると、二月に摘んだものは芽茶であり、白毛尖である。三・
四月に摘んだものは小満茶である。六・七月に摘んだものは穀花茶である。煮詰めて練り固める以
外に、蒸して丸く固める。四角いものや丸いものがあり、丸いものは筒子茶・大団茶であり、小さ
い四両までのものは五子円である。茶を積むとき、その葉が黄色いものは金耒蝶と言い、葉が巻い
ているものは疙瘩茶と言い、毎年摘んで取り除く50）。
　茶の関する詳細な情報もさることながら、産地別に等級化がなされていたことを伺わせる記述は、道
光年間にはすでに普洱茶が重要な産物とみなされ、細かい等級づけが行われていることを表している。
前述の経緯を考えれば、その契機は前述の漢人商人による「普茶」の認識と買い付けによるところが大
きい。
50）	同前巻八「物産」
茶。産普洱府邊外六大茶山。……茶味優劣別之以山首数蛮磚。次倚邦。次易武。次奔芝、其地有茶王樹、大数
囲土人歳以牲醴酒祭之。次漫撒。次攸楽。最下則平川産者名壩子茶。此六大茶山所産。其餘小山甚多而以蛮松
産者爲上。……洱茶嫩老則又別之。以時二月採者爲芽茶、即白毛尖。三四月採者爲小滿茶。六七月採者爲穀花
茶。熬膏外、則蒸而爲餠。有方有圓圓者爲筒子茶爲大團茶。小至四兩者爲五子圓。揀茶時、其葉黃者名金耒蝶、
捲者名疙瘩茶、每歲除採辦。
	 	 およびクリスチャン・ダニエルス「雍正七年清朝によるシプソンパンナー王国の直轄地化について―タイ系民族
王国を揺るがす山地民に関する一考察―」『東洋史研究』六二巻四号　2004年 3 月、pp694～728。
写真 4：成型した茶餅（2006.3.21、西双版納タイ族自治州易武郷）
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　また史料からは、茶の取引方法は貢茶として献上されるものと茶引を購入して民間で取引されるもの
とが依然として存在している51）。民間で取引される茶には茶税がかけられるが、その収入は非常に多く、
道光十六年（1836）の段階で茶税が二五六一両四銭六分であり、商税・外税等の合計金額二四八六両八
銭六分を上回っている52）。このことからも、茶の生産量が多いこと、清朝にとって雲南南部における重要
な収入源であったことが理解できるであろう。一方、雍正年間に発生した流官による搾取は続いており、
六大茶山の 1 つである易武に現存する「茶案碑」では、土弁や字識といった末端の役人らが皇帝に献上
する貢茶を 2 級品に替え、差額から利ざやを稼いだり、茶山の非漢人から不当に徴税したりといった問
題が未だに存在していることが伺える53）。
写真 5：茶案碑（2006.3.21、西双版納タイ族自治州易武郷）
　茶の栽培に直接に携わっていたのは、依然としてシプソンパンナーの非漢人であった。クリスチャン・
ダニエルス氏は、雍正年間のシプソンパンナーにおいて、普洱茶の栽培は主に平地タイ族に従う山地民
が行っており、漢人商人が茶を手に入れる場合、非漢人の栽培している茶を前払いで一定量確保し、収
穫の後に受け取るという形を取っていたとし、実際に漢人が土地を購入して栽培を行うのは民国以降の
51）	道光『普洱府志』巻八　物産
茶…貢茶外、商賈貨之遠方。
52）	同上巻七　課程を参照。
53）	唐立編『中国雲南省少数民族生態関連碑文集』（総合地球環境学研究所　2008年 3 月31日）正編「茶案碑」
石屏州民人張應兆・呂文彩等先後上控、易武土弁伍榮曽、字識王從五・陳継紹等、年来詭計百梭、夥蓖暴虐、額
外科派各情一案。…土弁・字識等折収貢茶、係奉思茅庁諭、該首目以二水充抵頭水茶、本年剖銀三百兩係買補
頭水茶。
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ことであるとしている54）。この山地民は、前掲の反乱記事からミャオ族・ラフ族といったいくつかの非漢
人であり、茶生産の担い手は地域のよって多少の差異が存在していたようである。また、前掲「茶案碑」
を見てみると、乾隆五十四年（1789）に石屏県の人間が六大茶山の 1 つである易武に移住を命じられ、
そこで茶園を開いたことが記録されている55）。現地での聞き取りによれば、漢人が石屏から易武に移住し
てきたのは 5 代前であり、もともとはヤオ族が茶の栽培に携わっていたが、政府の命でミャオ族に茶園
を譲ることになり、政府から土地をもらったミャオ族は現在も茶の栽培を続けているという56）。すなわ
ち、中国側の目的は、漢人を茶園の経営者に据えることによって普洱茶のスムーズな輸送・供給を確保
した上で、生産に携わる少数民族の入れ替え等を通して当地少数民族による不満を抑え、地方の安定を
図ろうという意図であったことが読み取れる。さらに、普洱府及び府にかかわる役人らが茶葉の不正取
引・輸送を監視し、少数民族による反乱の芽を小さなうちに取り除こうとしたが、当の役人らが茶葉の
不正取引などに関わる事件が後を絶たず、清朝の頭痛の種となっていたことがわかる。
　その後も茶はシプソンパンナーで生産されるが、清末から他地域への移植も積極的に行われるように
なる。双江・緬寧では、光緒二十五～六年（1899～1900）に始めて茶を移植し、光緒年間末頃には、当
地で栽培される全ての茶に普洱茶という名が付けられるようになる57）。もっとも、普洱茶の中でも産地ご
とに名称があり、シプソンパンナー以外では、順寧の鳳山茶や景東・景谷の景谷茶などがある58）。茶の移
植は東北部に向けて進み、民国三十八年（1949）の段階で茶の栽培を行っている地域は、シプソンパン
ナーを含めて22ヶ所にのぼっており59）、ゴムと並んで雲南の植生の単一化に拍車をかけたと考えられる60）。
また、シプソンパンナーの茶はもともと普洱・思茅に運ばれていたが、民国七年（1918）に仏海で茶庄
が開かれて思茅から職人を招くと加工の中心は仏海に移り、チベット商人も仏海に訪れるようになっ
た61）。
54）	前掲ダニエルス論文を参照。
55）	前掲唐立編碑文集「茶案碑」
張應兆・呂文彩等均係隷籍石屏州、於乾隆五十四年、前宣憲招到文彩等父叔輩、栽培茶園、代易武賠納貢典、給
有招牌。
56）	この時の聞き取りは、総合地球環境学研究所2005年度雲南エクスカーションの際に行われ、安達真平（京都大学大
学院生）および宮脇千絵（総合研究大学院大学大学院生）両氏が行った。
57）	前掲『続雲南通志長編　下冊』　三、茶之産銷　（一）滇茶之名称、装制及産地。
在光緒二十五六年、始行種植、順寧之鳳山茶、至光緒季年方見栽培、今皆名冠全省矣。
58）	同前。
滇茶名称、以産地別、則順寧産者、曰「鳳山茶」……景東・景谷等県所産者、曰「景谷茶」
59）	同前の記事内に記されているのは以下の通り。
昆明、羅平、宣良、瀾滄、仏海、順寧、鎮越、五福、双江、鎮康、江城、雲県、大関、新平、広南、思茅、保
山、景谷、鎮沅、景東、元江、騰冲
60）	ゴムのプランテーションによる植生の単一化については、深尾葉子「ゴムが変えた盆地世界―雲南・西双版納の
漢族移民とその周辺―」（『東南アジア研究』42巻 3 号、2004年12月、pp294～327）を参照。
61）	姚荷生『水擺夷風土記』（民俗民間文学影印資料45）上海文芸出版社　1990年 2 月、pp144～146
従前十二版納出産的茶葉先運到思茅普洱，製成緊茶，所以称普洱茶。西蔵人由西康阿登子経大理来普洱購買。民
国七年雲和祥在仏海開始製造緊茶，経緬甸印度直接運到西蔵辺界葛倫舗賣給蔵人，賺到很大的利益。商人聞風
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小　　結
　以上、漢文史料上に残る普洱茶の歴史を見てきたが、おおよそ以下のようにまとめられる。
　雲南を起源とする茶樹は、前漢までにはすでに四川へと伝播しており、この伝播に携わっていたのは
四川・雲南北部の非漢人商人たちであったと考えられる。これらの茶は、後漢にはすでに利用されてい
たことは確実であるが、雲南南部の思茅・シプソンパンナー地域で栽培されている茶は地理的・政治的
隔絶が原因となり、直接漢人に買い付けられ、使われてはこなかった。これら地域で栽培されている茶
が漢人によって明確に認識されるのは明代からである。明代の雲南では、非漢人商人による商業活動に
よって「普茶」と呼ばれる普洱南方で生産された茶が雲南全土に伝播しており、漢人・非漢人を問わず
さまざまな階層の人々によって飲まれていた。明初から雲南へ積極的に進出するようになった軍事移民
や漢人商人によって普洱茶は交易品と注目されるようになる。明中期頃には泡茶法が確立され様々な茶
書が再び書かれ始めるのと呼応するように史料上に「普茶」の名があらわれ始め、明末へと時代が推移
するうちに質の高い茶として雲南以北地域にまで広まる。
　清代に入ると普洱茶は雲南以北地域にまで輸送されるようになり、普洱茶に対して一定の価値が認め
られる。雍正七年の普洱府の設立に伴う直轄地化によって清朝の影響力が強まると、生産地・栽培法・
栽培に携わる山地非漢族など、史料上の記述も大幅に増えていく。また、直轄地化によって清朝の影響
力が強まり、以降の商人・移民を中心とした漢人流入がよりスムーズとなることにより、普洱・シプソ
ンパンナーの開発が大幅に進んでいく。しかし、漢人商人の進出・清朝の介入は当地社会に大きなスト
レスをかけており、直轄地化に至る雍正七年前後には、漢人商人との軋轢や清朝官僚の不法な課税に対
して大規模な反乱が立て続けに起こっている。清朝は貢茶や茶引、思茅総茶店の設立などを通じて利益
を上げる一方、自由な販売に対して抑制をかけてはいたが、茶から得られる利益は大きく、官民を問わ
ない私茶の販売、清朝官僚による不法な課税・労役の負担は後を絶えなかった。
　ここから、中国側史料から見える漢人による普洱茶の商品化というのは、漢人が普洱という地域を認
識し、その特定地域から輸送される茶葉を認識して初めて起こりうるものであったことがわかる。普洱
から運ばれる「普茶」の認識は明代から始まっており、そのきっかけとなったものは唐代の大理周辺か
ら始まった非漢人商人の活発な活動と、明代から始まった様々な形式による漢人の雲南流入と茶書の再
発行、泡茶法の確立であった。これらの要素が重なり合うことにより、清代以降における普洱茶の隆盛
が引き起こされるのである。一方で、雲南西南部における商業活動の活発化が清朝の積極的な介入を招
き、当地の土司や山地非漢人に対して大きなストレスとなっていた。この事態に不満を持つ土司および
山地非漢人による清朝への大規模な反対運動を通して、普洱の直轄化は進んでいく。また、後代には茶
園の拡大によって植生の単一化を招いており、社会・自然環境の双方に対して強いストレスをかけるこ
ととなったのである。
而来，許多茶荘先後成立。現在仏海約有大小茶号十餘家。最大洪盛祥，在印度和西蔵都設有分号，把茶接運到
西蔵銷售。較小的商号聯合起来，推選両個人負責把茶葉運到緬甸的景棟，再経仰光到印度，賣給印度商人，由
他們転銷西蔵。
周縁の文化交渉学シリーズ 1 　東アジアの茶飲文化と茶業
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　ただし、これらの結論は中国側史料に基づくものである。シプソンパンナーには十二世紀後半からシ
プソンパンナー王国が存在し、中華人民共和国に組み入れられるまで独自の体制を維持し続けており、
中国王朝が土司等に任命していたのはこのシプソンパンナー王国の王であった62）。雍正年間に行われた普
洱府設立による直轄地化に関して、ダニエルス氏は漢人流官・商人の流入による山地民の離反・山地の
治安悪化がタイ族土司の崩壊過程に大きな影響を与えていることを証明している63）。また、片岡樹氏は改
土帰流に伴う経済資源の国有化（塩井の国家専業化など）の動きに注目し、これらの反乱がこのような
清朝による経済的侵略を背景としていることを指摘している。この事例として、シャン族政権が清朝の
介入・漢人の流入・近隣国の情勢不安をきっかけに支配力を低下させ、漢奸と手を結んだ山地ラフ族の
独立的活動を招くことにより、再び清朝の介入を引き起こすという一連のサイクルを論証している64）。ま
た、1900年代半ばまで、この地に住むタイ族たちは当時すでに消失したシプソンパンナー王国への帰属
意識を持ち続けたことが知られており65）、盆地に存在するシプソンパンナー王国・周辺に点在する山地
民・清朝の 3 者間の関係において、清朝の直接統治がどの程度の強制力をもって及んでいたかは不明確
である。したがって、当地の研究においては、この問題を立体的に描き出すことが不可欠であることが
指摘されており、文献上の記載が急増する道光年間以降であっても、中国側史料のみではその実態を立
62）	『盆地世界の国家論―雲南、シプソンパンナーのタイ族史』（京都大学東南アジア研究センター　地域研究叢書11）
京都大学学術出版会　2000年 4 月
63）	前掲ダニエルス論文参照。
64）	前掲片岡氏論文参照。
65）	前掲ダニエルス編論文集、清水郁郎・西本太「第十章　周辺社会における居住空間の歴史変動」pp203～227
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体的に描き出すことができない。
　また、1900年代後半のシプソンパンナーにおける聞き取りによれば、1950年以前の交易において、当
地のほぼどの地域おいても茶と塩は主要な産品であり、茶は中国のみならずミャンマー方面にも売れる
商品であったことがわかっている66）。だが、東南アジアへ向けて輸送された普洱茶の歴史的様子、取引の
実態は未だ不明のままである。これらの問題について多分野からの複合的な考察を通して中国および東
南アジア各王朝の広域物流を明らかにし、従来の中国王朝とその周辺という視点を超えた能動的な関係
を構築することが今後の課題となるであろう。
66）	注 3 参照。
